
議会広報特別委員会行政視察報告
（平成26年2月5日）
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平成25年度

≪視察先≫
宮崎県えびの市

≪視察内容≫
議会だよりの編集について

≪視察者≫
黒木 万治 日髙 和広
富井 寿一 松葉 通明
柏田 公和 木田 吉信

岩切 裕



◆ 面積 283.00平方キロメートル

◆ 人口 10,240人（平成25年4月）

◆ 平成25年度当初予算

一般会計 101億8,700万円

◆ 議員数 15人

えびの市
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編集委員会

○ 歳費を2,000円ずつ集めて、日当、原稿料等に充てていた。

○ 視察に行く際には、全員協議会にかけていた。

高千穂町などへ視察
内容をレベルアップするのであれば、位置づけを法に沿ったものに！

議会広報常任委員会 H24年4月設置

○ 所管事項は、えびの市議会だよりの発行に関する事項及び市ホーム
ページの議会広報に関する事項

○ ７名で構成 （副議長、総務教育常任委員会・産業厚生常任委員会の
正副委員長及び委員各1名）

○ Ａ４版 7,800部作成、議会の翌月20日発行、10日頃には編集済み

○ 編集ソフトは使っていない。レイアウト用紙と原稿のデータ（紙原稿も
あり）を印刷会社に渡し、ゲラを作ってもらう

○ 編集の9割を議員が行い、事務局は事務手続きと最終校正に加わる
のみ

これまでの経緯
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編集業務内容 入稿・校正 備考

１回目
（最終日
翌日）

１．ページ割検討・決定
２．担当割検討・決定
３．一般質問校正
４．写真等の担当決定

印刷業者と
日程調整

１と２は委員長作成
案で検討

２回目

１．レイアウト決定
２．総括や委員長報告など上記
以外のすべての原稿校正

３．写真キャプション（説明文）の
検討・決定

すべての原
稿の入稿

１は委員長作成案
で検討

３回目
すべての業者入稿のゲラ刷り
の校正

左のゲラ校
正済の入稿

４回目
委員長と副委員長と事務局で
最終校正

再校で校了

※委員会終了後に印刷会社に来てもらい、委員長が説明のうえ入稿する
※１～３回目までは全委員参加
※印刷会社へは、できあがった原稿から順次入稿する

発行までの流れ（委員会開催日）
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議会広報常任委員会室

１回目 議会最終日翌日 １０/３０ 13:00～17:15

※ 10/1813:00～14:30

改選後初めての編集だった
ので、えびの市議会だより発
行規定（案）、えびの市議会だ
より編集要綱（案）、今後の編
集についての説明など

１．内容・ページ割（案）について
２．１の原稿分担について
３．一般質問の原稿校正（9人分）
４．その他 次回の作業日程

２回目 １１/５ 10:00～15:15

１．レイアウト決定
２．総括や委員長報告など、上記以外の
すべての原稿校正

３．写真キャプション（説明文）の検討・決定

３回目 １１/１２ 14:50～17:00

印刷会社からあがってきたゲラ（原稿）の校正

３回目 １１/１２ 14:50～17:00

委員長、副委員長、事務局で最終校正

委員会終了後、
印刷業者と日
程調整

すべての
原稿を
入稿

校正した
ものを
入稿

再校で
校了

H25年10月定例会号発行の時は・・・
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全ての写真・カット・
図表担当を決める

掲載内容の担当、
提出期限等を決める

編集日程を決める

第１回目または２回目に委員長が案を提出する

○編集割付・分担表 ○編集日程表 ○写真・カット・図表担当表

（えびの市視察時の説明資料より）
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○レイアウト用紙

（えびの市視察時の説明資料より）
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（えびの市視察時の説明資料より）



一般質問
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☆15文字×30行（４５０字）、3項目まで

☆締切は、登壇日から１週間後

☆委員7人で回し読みし、朱書きで修正を
加える。最後に委員長が確認する。

☆答弁の意味が大きく違う時は、登壇議員
に伝え修正をする。
（ 実施します ⇒ 検討します など）

それ以外の修正は委員会の権限で行う。

☆各議員の質問に写真またはイラストを必
ず載せることとし、委員会で何を載せるか
協議した後、担当が撮影を行う。
（ 当局から写真をもらうこともある）

原稿を確認したら、
自分の氏名欄に
チェックを入れる

（えびの市視察時の説明資料より）

（えびの市議会だより）
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委員会報告

☆15文字×60行（450字）程度、写真2点

☆基本的には委員長が書くが、必ずしも
本会議の委員長報告どおりではない。

“より市民の皆さんに関わる項目を
分かりやすくお知らせすることに
重点を置いている“

☆委員会の中で、何を中心に書くか協議
しながら行う。

☆Ｑ＆Ａ方式
（説明では長くなるので、説明されたこ
ともＱ＆Ａに直す）

（えびの市議会だより）
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議員自ら作る副産物として・・・

議会基本条例の中でも、議員の質の向上などいろんな課題があるが、
捉え方がばらばらで進む場合がある。議会が終わっても意味を誤解した
ままだったりすることもある。しかし、この委員会をすることで、誤解
したままだった認識がきちんと直ったり、共通理解の場になっている。
事務局任せだったらチェックするだけで疑問にも感じなくて当たり前
のことが、「こう思ってたけど、こういう意味だったのか。」「そうな
んですよ。」というやり取りを委員会の中で自由にすることによって、
それぞれの認識度合いが平準化され、非常に勉強の場になる。
ぜひ皆さんでやることをお勧めします。
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 編集割付・分担表、編集日程表、レイアウトを完成させ、作成までの大まか
な流れを確立するには、相当な議論と時間を要することが考えられ、わが市
でも早急に取り組むべきである。

委員会に時間がかかるのには驚いている。相当な覚悟がいるが、なんとし
てもやり上げてレールを作り、後につなげたい。

 「議会だより」を自分達で作る意欲は大いに見習うべきだ。ただ、日向市では
ソフトを活用した紙面整理を行っているので、議員がどこまで手を差し伸べ
られるかが課題である。

過去の議会だよりを参考にしたレイアウト用紙も完璧に用意されており、議
会だよりにかける意気込みが日向市議会とは大違いである。さらに感じたこ
とは、議員の能力が高いことである。例えば、パソコンに対する知識、文章
を書く能力など、今後見習うべきである。今回の研修をもとに、我々もさらに
勉強してチームワークを強化し、えびの市に負けないような議会だよりを作
りたいと思う。

委員の考察委員の考察 ①
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日向市でも委員長を初め８名の委員で、市民に分かりやすく、また親しまれ
る議会報 づくりに努めなければならない。

議会だよりの作成は、慣れていない分難しい面もあると思うが、とりあえず
やってみることだと感じる。今後は、市民に身近な議会と感じてもらえるよう
な「議会だより」を作成したい。

 「議会だより」を通じて、より開かれた議会を目指すと同時に、議会の動きを
知ってもらう機会を作る必要がある。

議員だけで本当に議会だよりを作成しようとするなら、印刷契約の仕様を変
えることがスタート点である。

委員の考察委員の考察 ②


